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陸糖尿病集談会；2014 Jun 21；富山． 
26)  松井 篤，朴木博幸，小尾麻衣子，山口智史，篠田晃一郎，多喜博文．全身性エリテマトーデスと鑑別を要したク
リオグロブリン血症性血管炎の一例．第 61 回北陸臨床免疫・症例検討／研究会；2014 Jun 21；金沢． 
27)  薄井 勲．2 型糖尿病・メタボリックシンドロームの治療戦略．第 8 回糖尿病＆循環器スペシャリストミーティン
グ；2014 Jun 27；七尾． 
28)  薄井 勲．2 型糖尿病の病態における脂肪組織の役割．4th Annual Diabetes Conferences for Clinicians by Clinicians 
(DCCC)；2014 Jul 4；東京． 
29)  薄井 勲．SGLT2 阻害薬の有効性と安全性について．野洲川サミット；2014 Jul 12；滋賀． 
30)  薄井 勲．新規糖尿病治療薬 SGLT2 阻害薬に対する期待と適正使用について．小浜医師会学術講演会；2014 Jul 18；
福井． 
31)  薄井 勲．糖尿病の病態に応じた薬物治療．南砺市 Doctor’s Meeting；2014 Jul 23；富山． 
32)  下川一生．胸部画像診断トレーニング．第 21 回呼吸器疾患夏期セミナー；2014 Jul 23；富山． 
33)  岡澤成祐．子育てしながらキャリアアップを語る会；2014 Jul 30；富山． 
34)  津田玲奈．子育てしながらキャリアアップを語る会；2014 Jul 30；富山． 
35)  朴木博幸．子育てしながらキャリアアップを語る会；2014 Jul 30；富山． 
36)  朴木久恵．子育てしながらキャリアアップを語る会；2014 Jul 30；富山． 
37)  多喜博文．ゼルヤンツの臨床試験と使用経験．北陸ゼルヤンツ講演会；2014 Aug 2；金沢． 
38)  薄井 勲．運動療法．第 12 回肥満症サマーセミナー；2014 Aug 9；富山． 
39)  薄井 勲．症例検討 高度肥満の女性患者 初回治療の男性患者．第 12 回肥満症サマーセミナー；2014 Aug 9；富
山． 
40)  薄井 勲．糖尿病座談会～経口薬併用療法について考える～．DPP4 阻害薬と SGLT2 阻害薬の組み合わせ；2014 Sep 
8；富山． 
41)  篠田晃一郎．当科におけるアバタセプトの使用経験．富山県オレンシアセミナー～皮下注射製剤発売 1 周年記念～；
2014 Sep 19；富山． 
42)  薄井 勲．糖尿病と認知症について．第 2 回富山県認知症疾患医療センター研修会；2014 Sep 20；富山． 
43)  林 龍二．COPD における疫学・病態・診断．日医セミナー；2014 Sep 21；富山． 
44)  薄井 勲．糖尿病との付き合い方 糖尿病．富山大学附属病院 第 2 回市民公開講座；2014 Sep 23；富山． 
45)  朴木久恵．長生きの秘訣 健康的にやせる方法 肥満症．富山大学附属病院 第 2 回市民公開講座；2014 Sep 23；富
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 山． 
46)  朴木博幸．年をとっても腰が曲がらないために～骨粗しょう症について～．富山大学附属病院 第 2 回市民公開講
座；2014 Sep 23；富山． 
47)  猪又峰彦．タバコをやめたい方 やめさせたい方へ喫煙関連疾患について．富山大学附属病院 第 2 回市民公開講
座；2014 Sep 23；富山． 
48)  神原健太．風邪と肺炎～どう違うの？～．富山大学附属病院 第 2 回市民公開講座；2014 Sep 23；富山． 
49)  丸繁佳奈子，牧村奈実，寺垣真子，中村理恵，多喜博文，篠田晃一郎，松野博明．各種生物学的皮下注製剤の痛み
の程度について～患者アンケート調査から～．第 9 回富山リウマチ・トータルマネジメント研究会；2014 Sep 27；
富山． 
50)  小清水由紀子．当院における CGM の使用経験．糖尿病セミナー；2014 Oct 6；富山． 
51)  山口智史．末梢神経障害を有する好酸球性多発血管炎性肉芽腫症についての当科での検討．第 1 回富山血管炎性ニ
ューロパチー研究会；2014 Oct 15；富山． 
52)  薄井 勲．糖尿病と認知症．第 11 回富山県 CDE・看護研究会；2014 Oct 19；富山． 
53)  多喜博文．ANCA 関連血管炎と IgG4 関連疾患について．第 72 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会；2014 Oct 30；富山． 
54)  薄井 勲．KNB ラジオヘルスアップキャンペーン「教えて先生！糖尿病」．第 1 回「先ず、糖尿病を知ろう」篇；
2014 Nov 5；富山． 
55)  多喜博文．関節リウマチの最新治療．弟 9 回北陸膠原病支援ネットワーク総会；2014 Nov 9；金沢． 
56)  神原健太．CT 画像を用いた気道解析．富山 COPD 学術講演会；2014 Nov 13；富山． 
57)  岡澤成祐．在宅酸素療法中に入院となった症例の検討．第 16 回富山 COPD 学術講演会；2014 Nov 19；富山． 
58)  中嶋 歩，小清水由紀子，朴木久恵，新村里美，瀧川章子，岡部圭介，角 朝信，岩田 実，石木 学，福田一仁，
薄井 勲，戸邉一之．妊娠中に発症したリンパ球性下垂体炎の 2 例．内分泌カンファランス in Toyama 2014 秋；2014 
Nov 19；富山． 
59)  小清水由紀子．持続血糖モニターで観察した 2 型糖尿病におけるインスリンとリラグルチド併用療法の効果．GLP-1 
Therapy Update Meeting；2014 Nov 20；富山． 
60)  林 龍二．喫煙と病気．アイシン講演会；2014 Nov 21；射水． 
61)  朴木博幸．膠原病診療における FDG-PET の威力．第 23 回富山抗サイトカイン療法研究会；2014 Nov 21；富山． 
62)  林 龍二．気管支喘息と COPD～オーバーラップも含めて～．中新川郡医師会講演会；2014 Nov 26；上市町． 
63)  薄井 勲．2 型糖尿病の病態における脂肪組織の役割．第 7 回福島糖尿病を考える会；2014 Nov 27；福島． 
64)  朴木久恵，和田 努，中嶋 歩，新村里美，角 朝信，仙田聡子，瀧川章子，岡部圭介，小清水由紀子，福田一仁，
岩田 実，石木 学，薄井 勲，笹岡利安，戸邉一之．子宮体癌術後に急激な体重増加があり血糖コントロールが
不良となった 1 例．第 6 回糖尿病治療と合併症を考える会；2014 Nov 27；富山． 
65)  岡澤成祐．関節リウマチに合併した器質化肺炎の経過中に多発結節影と浸潤影を呈した 1 例．第 13 回富山県呼吸器
感染症研究会；2014 Nov 27；富山． 
66)  中嶋 歩，小清水由紀子，朴木久恵，新村里美，瀧川章子，岡部圭介，角 朝信，岩田 実，石木 学，福田一仁，
薄井 勲，戸邉一之．妊娠中に発症したリンパ球性下垂体炎の 2 例．第 24 回臨床内分泌代謝 Update 2014；2014 Nov 
28-29；埼玉． 
67)  新村里美，小清水由紀子，中嶋 歩，朴木久恵，角 朝信，岡部圭介，瀧川章子，仙田聡子，福田一仁，石木 学，
岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．リキシセナチドからテネリグリプチンへの変更が血糖コントロールに有効であっ
た 2 型糖尿病の 1 例．第 89 回北陸糖尿病集談会；2014 Nov 29；金沢． 
68)  福田一仁．2 型糖尿病治療における GLP-1 受容体作動薬の有効な使い方．GLP-1 Therapy Update Meeting；2014 Nov 
20；富山． 
69)  林 龍二．呼吸不全管理．JMECC ミニレクチャー；2014 Dec 21；富山． 
70)  瀧川章子．脂肪組織におけるマクロファージの役割に関する研究．日本応用酵素協会誌．2013；48：121．（2013 年
未掲載分） 
71)  角 朝信，福田一仁，薄井 勲，新村里美，和倉健朗，岩田 実，石木 学，戸邉一之．BOT における食後高血糖
に対する DPP-4 阻害薬とグリニド薬併用の有効性．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 30；金沢．（2013 年未掲載
分） 
72)  宮本俊朗，福田一仁，森谷敏夫．他動的な筋収縮は糖代謝に有効か？．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 30； 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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 73)  新村里美，久野貴広，角 朝信，薄井 勲，福田一仁，戸邉一之．リラグルチドからリキシセナチドへの変更によ
り血糖コントロールが改善した一例．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 30；金沢．（2013 年未掲載分） 
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